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－№14241（2022.9.27） 

 
 

ＸＲ事業を手掛けるＴＹＦＦＯＮ ＩＮＣ.へ出資 
 

― ＸＲ技術※を活かし、飲食体験における新価値創造を目指す ― 

                          

 

 

 

 

 
 

サントリーホールディングス（株）は、ＴＹＦＦＯＮ ＩＮＣ.（本社：アメリカ

合衆国デラウエア州、以下ＴＹＦＦＯＮ社）に、９月２２日（木）に出資しました。 

 
※現実世界と仮想世界を融合し、現実にはないものを知覚させる技術の総称。ＶＲ（Virtual 

Reality：仮想現実）やＡＲ（Augmented Reality：拡張現実）、ＭＲ（Mixed Reality：複合現実）

などがある。 

 

ＴＹＦＦＯＮ社は、最新のＸＲ技術を用いて、さまざまなコンテンツの開発や

エンターテイメントの企画・運営を行うスタートアップ企業です。 

 

サントリーグループは創業以来、お酒や飲料の提供を通じて新たな生活文化の

創造に取り組み続けています。ＸＲやメタバースの分野が注目を集め、今後も市場

の拡大やデバイスの進化が予想される中、ＴＹＦＦＯＮ社が得意とする現実の環境を

活かしたＸＲの活用が、飲食の場などでの新価値創造の可能性を広げるものである

と考え、同社への出資を決定しました。今後、両社で新たなサービスの開発を目指し

ます。 

 

当社の未来事業開発部は、コーポレートベンチャーキャピタル（ＣＶＣ）機能を

有する部署として、スタートアップ企業との連携を推進しており、今回の出資も

その一環の取り組みです。今後も、既存事業でのイノベーションや新たな成長領域

創出の加速を目指し、活動を強化していきます。



 2

●サントリーホールディングス（株）常務執行役員 

未来事業開発部長 川崎 益功 コメント 

サントリーグループは創業以来、お酒や飲料の提供を通じて新価値を創造する

ことに取り組んできました。ＸＲやメタバースなどの最新技術が日々進化する中、

それらを活用し、飲食における新たな体験や価値をお客様にお届けしたいという

思いを持っております。その実現にむけ、高いクリエイティビティと最新のＸＲ

技術を併せ持ち、独自のコンテンツを提供するＴＹＦＦＯＮ社への出資を決定

しました。新次元の顧客体験の提供を目指し、取り組みを推進していきます。 

 

●ＴＹＦＦＯＮ ＩＮＣ. 

ＣＥＯ 深澤 研 コメント 

ＴＹＦＦＯＮ社は、ＸＲ技術を用いた空間体験をより記憶に残るものにするために、

これまで風、振動など視聴覚以外の感覚を取り入れ五感を総動員する体験の追求

を行う中で、特に難易度の高い味覚・嗅覚にも挑戦したいと常に考えておりました。

今回、お酒や飲料などあらゆる分野で新価値を創造するサントリーグループと、

この挑戦をご一緒できることを心から嬉しく思います。ともにＸＲと飲食を組み

合わせた、今までにない新たな価値のある体験の創出を行っていきたいと思って

おります。 

 

 

▽本件に関するお客様からの問い合わせ先 

サントリーお客様センター https://www.suntory.co.jp/customer/ 
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